
高知市地域AP.18  イタドリの外商推進による中山間地域の振興 取組・現状・課題・今後の対応（H29.9）

現 状

①２月 ス パ マ ケットトレ ドショ 2017）

大規模商談会への出展！
（イタドリブース） バイヤーから高い評価！

取組

販路開拓

課 題

クレーム要因の除去（アリ等混入） 塩抜等手間の簡素化

資料３補足説明資料１

①２月：スーパーマーケットトレードショー2017）
②３月：FOODEX JAPAN 2017
③４月：ファベックス2017
④５月：高知県産品商談会

①業態は、飲食、給食等の業務用、漬物加工品等多様
②栽培品は⽣産履歴があり扱いやすい（自生も可能性あり）
③大量のロットが欲しい（１企業年1トン！ 等）

耕作放棄地対策の一環として実施

圃場整備(7ヶ所) 鏡地区での参画希望者
の掘り起こし
・アンケート実施
・鏡イタドリＰＴ開催(3/21)

新規参画者
への苗確保

①⽣産者に対する⽣産規模拡大の鏡地区意向調査の結果
→H28年度に定植実施（6名：計約50a）
→H29年度に参画可能性有り（11名：計約1.3ha）

②ＪＡ高知市鏡⽀所イタドリ部会の⽴ち上げ（9月予定）

販路開拓

産地強化

生産量の増加 産地毎の品種の統一 県内でのPR

栽培生産者の拡大

鏡地域

栽培生産者の参画 自生生産者の参画

高知市以外の市町村全域苗分けのルール化

機械化による省⼒化

①高知市地域アクションプランへの位置付け（H29.3）
②新聞、ＴＶ、ラジオ等による広報（県内版、四国版）
③各市町村への情報提供

①栽培：高知市以外の地域で一部JA参画希望あり
耕作放棄地対策として他地域からのニーズも一部あり

②自⽣：複数の団体の参画希望あり

・鏡イタドリＰＴ開催(3/21)

県域への普及

今 後 の 対 応

機械化による省⼒化

栽培者・収穫者の増加

県内各地域での産地化

各地域において…
・集落活動センターの取り組み
・直販所機能の強化

POINT１ 量の確保＝産地の拡大

POINT２ 高品質イタドリの栽培産地の拡大（収穫まで苗植で２年、種植で4年の期間が必要）

マーケットにおける認知度の向上 産地・販売体制の充実・強化

NOW NEXT GOAL（４年後程度）

栽培

自生

Ａ市

高質系販路（飲食等）

高質系以外の販路（給食等）

NOW NEXT GOAL（４年後程度）

ALL KOCHI

Ｂ町 Ｃ村

高質系以外の販路（給食等）
産地毎に品質を統一

5,000千円/年（地域ＡＰ目標：外商ベース）

ALL KOCHI

他産地の参画を促す

ALL KOCHI

7,500千円/年（同左） 15,000千円/年以上（同左）30t/年（県内出荷量）

Ｈ29年度スケジュール

栽
培

4月

収穫収穫 皮剥器TEST皮剥器TEST

実
働

各市町村等を通じた県内参画者の巻き込み（ＪＡ、市町村、直販所） 豊穣祭でのＰＲ

県内全域における新規参画者による栽培準備／鏡地区における苗等の供給体制の確⽴

栽培普及講習会に向けた栽培・加工マニュアルの作成 最新情報のシェア／ＰＤＣAの確認苗分ルール作り市場ニーズシェア
W
G

試食会、レストランシェフ等によるレシピ提案（まるごと高知飲食とも連携）、各種プロモーション

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

県域への栽培普及講習会JA高知市鏡⽀所イタドリ部会の⽴ち上げJA高知市鏡⽀所イタドリ部会の⽴ち上げ

自
⽣

体
制

TEST結果のシェア 高知県イタドリ外商促進協議会（仮称）とのリンク
P
T

実
働

高知県イタドリ外商促進協議会（仮称）設⽴
（県内市町村を通じた新規参画産地の掘り起こしや総合戦略策定及び外商の推進⺟体とする）

各市町村直販所を通じた県内参画者の巻き込み 産地毎の品種の統一／加工体制の充実

品種ブランド化、価格、
講習会出席条件化等 高知県イタドリ外商推進協議会（仮称）

準備委員会


